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○ ご使用前にこの取扱説明書を良くお読みいただいて十分に

理解してご使用ください。 

 

○ この取扱説明書は必要な時にいつでもすぐに見られるよう 

  製品の近くに保管してください。 



   

      お断り 

・ 本書の内容の一部または全部を無断で転載もしくは複写することは禁止されています。 

・ 本書の内容については、将来、予告なしに変更することがあります。 

・ 本書の内容には万全を期していますが、お気づきの点がございましたら当社までお申し付けく

ださい。 

 

 

    重要安全情報 

・ ヘルスアシストの取扱いにあたっては、本書をよく読んで理解し、本書の指示に従ってくださ

い。 

・ ヘルスアシストは車椅子専用の体重計です。体重測定以外には使用しないでください。 

・ ヘルスアシストの使用および整備や点検にかかる作業の安全を確保するためには、災害の原因

となる危険の要素がどこにあるかをあらかじめ知っておくことが不可欠です。当社にとって、

潜在的なあらゆる危険を予知することは困難ですが、本書には知りえる限りの危険性を記載し

てあります。 

したがって、本書に記載した警告や指示を守ることにより、安全はより確実なものとなります。 

・ 危険性に関する警告は、次の 2 段階に区分して表示し、ヘルスアシストの本体に貼り付けた警

告ラベル、および本書により提供してあります。 

 

 

        指示に従わなかった場合に、死亡または重症を負うおそれのあるものを示 

します。 

 

 

        指示に従わなかった場合に、負傷または物的損害を生じるおそれがあるも 

のを示します。 

 

 

なお、ヘルスアシストを当社に相談なく改造したり本書に説明の無い修理を 

行うことは、安全に関して重大な影響をおよぼすおそれがあります。 

決して勝手な改造を行わないでください。 

また、ヘルスアシストを勝手に改造したりしての使用によって生じた 

人身事故および物損事故につきましては、当社は一切その責任を負いかねま 

すので、あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１ 

 

警 告 ！ 
注 意 ！ 



   はじめに 

    本書は、ヘルスアシストを正しくご使用いただくために、その取扱方法を説明したものです。 

    ヘルスアシストをご使用になる前に、初めてご使用になる方はもちろん、取扱方法をご存知の方

も、本書をよく読んで正しい取扱方法を理解してください。 

    また、ヘルスアシストの使用に際して少しでも不安が生じた時にいつでも読み返すことができる

よう、本書を常にヘルスアシストのそばに置いてください。 

     

    本書が紛失または汚れなどによって読めなくなった時は、当社に連絡ください。 

    有償にて送付いたします。 

 

    本製品の最大特徴は過去１,５００台の販売実績を重ねてきた結果、ユーザー様のご要望が大変多

かった 

① 「ヘルスアシストに自分で好みの体重計をセットして使いたい」 

② 「ヘルスメーターが故障したら自分で交換セットして使いたい」。 

    この２項目を満足して頂けるような設計となっております。 

 

 

 

    

 

1. 安全上の注意事項 

      

（１） 使用方法についての安全情報 

     

    ヘルスアシストの取扱いには、保守に関する作業があり、少なくとも次のような知識

と技能を持った人が保守点検に当たってください。 

 

     ・本書に書いてある取扱い方法を理解し、安全に関する情報を理解し、本書で 

      指示しているとおりに使用できること。 

      

     ・本書に書いてある取扱い方法を理解し、安全に関する情報を理解し、本書で 

      指示しているとおりに使用できること。 

      さらに工具を使用してボルトをしめたり、ゆるめたりする基本的な技能を 

持っていること。 
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第一章  安  全 



2. 製品本体の警告 

 

 

 

3. 取扱い上の安全情報 

 

（１） ヘルスアシストの保管に関する安全情報 

   

 

 

壁などに立てかけて保管する場合ヘルスアシストが倒れて、けがを負うおそれがあり

ます。立てかけて保管する場合には壁にひもなどで固定してください。 

専用スタンドもございますので、お問い合わせください。 

       

      （2）使用に際しての安全情報 

         

 

 

                 下記の様な医用電機機器との併用は、絶対にしないでください。 

① ペースメーカーなどの体内植込型医療用電機機器。 

② 人口心肺などの生命維持用電機機器。 

③ 心電計などの装着型。医療用電機機器。 

         ・これらの医療用電機機器の誤作動をまねき、生命に著しい障害をもたらす 

             原因になります。 

 

はしごや踏み台の代わりにしないでください。転倒して死亡または重症を負うおそれ

があります。 

  

 

 

         ヘルスアシストに乗って体重測定を行う前に転倒防止ストッパーがはずれていないか

を必ず確認してください。転倒防止ストッパーに不備が見つかった場合はそのまま使

用せずに、弊社へご連絡ください。 

         有償にて交換用の転倒防止ストッパーを送付致します。 

 

 

 

         ヘルスアシストに乗って体重測定をする時は必ず介助の方が付いてください。 

         転倒防止ストッパーは付いていますが、転倒防止ストッパーがはずれていた場 

は転倒するおそれがあります。 
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はしごや踏み台のかわりには絶対にしないこと 

注 意 ！ 
警 告 ！ 

警 告 ！ 
警 告 ！ 



 

 

 

         ヘルスアシストに乗って体重測定を行う前にボルトやヘルスメーター押さえノブがゆ

るんでいないかを必ず確認してください。ヘルスメーターがはずれて転倒するおそれ

があります。 

         もしゆるんでいた場合はボルトやヘルスメーター押さえノブを締めなおしてください。 

 

 

 

 

 

   1. システム機構 （梱包内容） 必ずご確認ください。 

・ ヘルスアシスト：1 台 

・ ヘルスメーター：１台 経済産業省令に定める家庭用特定計量器技術基準適合マーク付き 

             のヘルスメーター  （右図参照ください） 

 

 

 

                                             

・ ねじ締め用モンキーレンチ：１本 

・ 取扱い説明書（本書）：1 冊・・・巻末に保証書が付いています 

 

   2. 仕  様 

・ 名 称：ヘルスアシスト 

・ 安全機構：①転倒防止ストッパー（ヘルスアシスト裏面に 4 箇所） 

     ②車椅子車輪脱落防止用ガード 

・ 利用可能な車椅子車輪幅：３８０ｍｍ～６７０ｍｍ 

・ 寸 法：全幅７２５ｍｍ・全長 850ｍｍ・高さ（車輪の乗るレールまで）約 50ｍｍ 

・ 重 量：5.5ｋｇ（ヘルスメーターは含みません） 

・ 測定可能重量：最大 13５ｋｇ（体重を計る方・車椅子自重・ヘルスアシストの自重 

5.5ｋｇを含んでの合計重量です） 

・ 測定精度：メーカーにて計量法に定められた技術基準で製造し厳重な検査の上、出荷さ         

       れたヘルスメーターを使用しております。 

くわしくは、ヘルスメーターの取扱説明書をご覧ください。 

        

※ヘルスアシストに搭載しているヘルスメーターには体重測定以外に体脂肪測定他の機能が付いている場

合がありますがヘルスアシストは体重測定以外の機能は使用はできません。 

注） ・ヘルスメーターが故障した際にはヘルスメーター本体の交換となります。 

   ・第五章「ヘルスメーターの取り外し方と交換方法」の１－②以降を参照ください。 

     

 

Ｐ４ 

警 告 ！ 
第二章  概 要 



  3. 各部の名称と働き 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①レール：車椅子が 乗る部分 

②重量伝達フレーム：ヘルスメーターに重量を伝達するフレーム 

③ビーム：ＨＡ－４Ｊ全体をささえる梁（はり） 

④転倒防止ストッパー：車椅子がレールから転倒する事を防止するストッパー 

⑤ヘルスメーター支えプレート：ヘルスメーターを下から支える板 

⑥ヘルスメーター押さえプレート：ヘルスメーターを押さえる板 

⑦ヘルスメーター押さえノブ（ナットもついています）：⑥を介してヘルスメーターを押える 

ボルト 

※ 以上７つの部品が組みつけられているもの全体をフレームと称します。 

Ａ部拡大図 
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ヘルスメーター 

支えプレート 

ボルト （Ｍ6×30）  

フレーム全体で８本 

外すときは 

モンキーレンチを使用 

ヘルスメーター 

押さえノブ 

フレーム全体で 4 本 

裏側 表側 

Ａ部 

レール 

重量伝達フレーム 
転倒防止ストッパー 

４ヶ所 
ビーム ヘルスメーター 

押えプレート ２枚 



 

はじめに 

 

添付のヘルスメーターの取扱説明書を熟読してください。 

 

1． 体重の計り方 

     注：第一章 安全 の各項目をもう一度お読みになってから、体重測定を行ってください。 

           1．ヘルスメーターの電源を入れます。  

2．車椅子利用者（測定対象者）をレールの中央まで運びます。  

3．車椅子の駐車ブレーキをして安全を確保します。  

4．測定対象者に動かないようにお願いをします。  

5．表示部が点滅を始めると体重が確定となりますので車椅子をレールから降ろし     

て表示部を読み取ります。  

6．表示部点滅から自動 OFF までの約 20～30 秒の間に測定値を確認します。  

7．カルテや体重表に測定値をメモします。  

8．測定値から車椅子の重量等を差し引いた数値が実体重となります。  

9．実体重を測定対象者にお知らせします。  

測定表示について  

・測定対象者が動いているうちは測定ができないようになっています。  

・測定対象者が動かなくなると測定が始まります。  

・点滅が始まると体重が確定となります。  

・点滅開始（体重確定）～自動 OFF まで：約 20～30 秒  

 

※ヘルスメーターの仕様によって若干機能等が変わる場合がございます  

 

注・じゅうたんや柔らかいクッションフロアーまたは軟らかい敷物の上でご使用になると、 

正確な体重が計れません。 

 ・平らで、水平な床の上で使用してください。 

 

     参考１：ヘルスアシストに乗るときの段差を解消する オプションもございます。 

                  販売店に問い合わせください。 

 

参考２：車椅子の車輪幅が狭くヘルスアシストへ乗り上げるのが難しい時は後進で乗り上げる

と簡単に乗り上げることができます。 

 

参考 3：車椅子のティッピングレバーを操作して前輪を上げると容易にヘルスアシストに 

    乗ることができます。 
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第三章 使用方法 



 

 

 

 

 

  1．保  管 

 

 

 

壁などに立てかけて保管する場合ヘルスアシストが倒れて、けがを負うおそれがあります。 

立てかけて保管する場合には壁にひもなどで固定してください。 

専用のスタンドもございます。お問い合わせください。 

故障原因の一番の理由は壁に立掛けて保管中にあやまって、バタンと倒してしまいヘルスメー

ターの本体を破損してしまうことです。 

壁に立掛けて保管する場合は倒れない様、ひもなどで固定するか、家具と家具の間、または家

具と壁の間にはさむなどして保管してください。 

 

   ２. 点  検 

 

 

 

ヘルスアシストに乗って体重測定を行う前に転倒防止ストッパーが緩んでいないか、 

またははずれていないかを必ず確認してください。長期の使用で転倒防止ストッパーに 

劣化が見つかった場合はそのまま使用せずに、弊社へご連絡ください。 

      有償にて交換用の転倒防止ストッパーを送付致します。 

 

   3.  保  守・電池交換  

・長年ご使用になりバリなどが出ましたらヤスリで落としてください。 

・電池交換のためにヘルスメーターをフレームから取り外す時は 

 第五章「ヘルスメーターの取り外し方と交換方法」の１－②以降を参照ください。 

 

・ヘルスメーターが故障して交換する場合は購入店にご相談さい。 

 お勧めのヘルスメーターをご紹介いたします。 
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第四章 保管と点検・保守 

注 意 ！ 

警 告 ！ 



＜返品について。交換とその対応方法＞ 

  

          ＊返品については、販売店とお客様との売買規約に準じますので、購入店へご連絡を 

お願い致します。 

 

          ＊配送中に破損した場合にはお取替え致します。 

            厳格なテストを行っておりますが万一、配送中の破損などで初期不良があった場合

は良品と交換いたしますので購入店へご連絡をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

・第二章―3 「各部の名称と働き」を十分ご理解した上で作業してください。 

・危険を予知し、ケガのないよう慎重に作業してください。 

 

 

１． ご用意いただく物 

① 交換用のヘルスメーター 

       縦（奥行）～３６０ｍｍ・横（巾）～３１０ｍｍ・高さ（厚さ）～８０ｍｍ 

であること。 

・ヘルスメーター支えプレートが当たる面が（底面)がフラットであること。 

フレームの一部が少しでも床面に接触すると正しい体重測定ができません。 

            ・重量伝達フレームが当たる部分がフラットであること。 

・体重表示部がフレームに当たらないこと。 

       重量表示部がフレームにかぶさり体重が読み取れません。 

   ・乗るだけでスイッチの入る体重計は使えません。 

 

詳しくは購入店にお問い合わせください。 

現時点での最適なヘルスメーターをご紹介いたします。 
 

 

② 工 具 

・ヘルスアシストをご購入時に同梱されている、ボルト回し用モンキーレンチ。 

  ・軍手：１足 

  ・高さ５ｃｍ 長さ４０ｃｍ位の角材または類似する物。：２個 

       （ヘルスメーターを交換する時の台として利用します） 
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第五章 ヘルスメーターの取り外し方と交換方法 



２． 体重計の取り外し方 

１． ビーム２本の下に高さ５ｃｍ 長さ４０ｃｍ位の角材または類似する物を置いて 

台にしてください。 

 

 

 

 

 

２．ヘルスメーター押さえノブ４本を板レンチでゆるめてください。 

    下図参照してください。 

 

 

 

 

 

３． 重量伝達フレームを止めている８本のボルトをゆるめて重量伝達フレームとヘルスメ

ーター押さえプレートを取り外してください。 

 

４． フレームから体重計を取り外します。 

 

３－１．最初からセットされているヘルスメーターの取付け方 

１．定規を使いヘルスメーターの縦と横のセンターにマジックなどで印を付けます。 

 

２．定規を使い重量伝達フレームとビームのセンターにマジックなどで印を付けます。 

 

３．下図を参照し、フレームのセンターにヘルスメーターを置いてください。 

 

４．下図印 の位置はあくまで参考です。ヘルスメーターとフレームのセンター 

     が出しやすい位置に印を付けてください。 
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台 台 

台 台 

正面から見た図 

1．モンキーレ

ン チ で ナ ッ

トを緩める 

 

２．ノブを 

ゆるめる 

横から見た図 



５．ヘルスメーター押さえプレートの上に重量伝達フレームを載せビームに均等にしっか 

  りと８本のボルトをしめてください。 

この時ヘルスメーター押さえノブはゆるんだ状態にしておいてください。 

 

6．ヘルスメーター押さえノブを回し、抵抗を感じたら、そこからノブを１周まわしてくださ

い。この時、締め付け過ぎにご注意ください。 

締めすぎるとヘルスメーターが変形して故障の原因になります。 

ヘルスメーターが動かなくなる程度に絞めつけてください。 

 

・４本のヘルスメーター押えノブの締め具合はできるだけそろえてください。  

       

 

７．ヘルスメーター押さえノブのナットを板レンチで締め付けます。 

 

 

 

 

 

 

８．最後に上下左右から見てヘルスメーターがフレームのセンターに設置され、 

     また水平に設置されているかを確認してください。 

 

３－２．お好みのヘルスメーターの取り付け方 

（・ヘルスメーターが故障して交換する場合は購入店にご相談さい。 

 お勧めのヘルスメーターをご紹介いたします。） 
 

 

お好みのヘルスメーターへの交換方法は次ページで説明いたします。 
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印 

ヘルスメータ

印  

ナットをモンキーレンチでしっか

り締めます（ゆるみ止めになりま

す） 



 

 

 

ヘルスメーターの厚みが４４ｍｍ以下の場合は３－１～５の順序でセットしてください。 

        ヘルスメーター押さえノブが短い場合はノブのボルト（Ｍ６）を交換してください。 

        ノブのダイダイ色の部分をはずす（１０円玉などでまわす）とボルトの交換ができます。 

☆ ヘルスメーターの厚みが４４ｍｍ以上の場合は次のボルトをご用意ください。 

① ボルトＭ６  長さ＝ヘルスメーター本体部厚さ +３０ ｍｍ→8 本 

② Ｍ８ナット→８個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ヘルスメーターの取り外し方は P9 の２－１～４と同じです。 

2. 重量伝達フレームに８本のボルトをさし込みます。 

3. ナットを１５ｍｍほどねじ込みます。 

 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. ヘルスメーター押さえプレートのうえに 重量伝達フレームを載せビームにボルトを均等に 

締めてください。 

 

この時ヘルスメーター押さえノブは緩んだ状態にしておいてください。 

 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

Ｐ１1 

 

ボルト頭部の形状は 

問いません 

この寸法は 

本体部厚さ 

ではありません 

本体部厚さ 
ヘルスメーター 

重量測定部分 

ナットは緩んだ状態で重

量伝達フレームのボルト

を締めます 

 



    

5.重量伝達フレームが反らないように均等にボルトを締めてください。 

 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

6．３．でゆるめてねじ込んだナットをしっかりと、しめつけてください。 

 

７．ヘルスメーター押さえノブを回し、抵抗を感じたら、そこからノブを１周まわしてください。 

この時、締め付け過ぎにご注意ください。 

締めすぎるとヘルスメーターが変形して故障の原因になります。 

ヘルスメーターが動かなくなる程度に絞めつけてください。 

 

・４本のヘルスメーター押えノブの締め具合はできるだけそろえてください。  

     

８．ヘルスメーター押さえノブのナットをモンキーレンチで締め付けます。 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

９．最後に上下左右から見てヘルスメーターがフレームのセンターに設置され、 

          また水平に設置されているかをご確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１2 

 

ヘルスメーター 

このように反らないよう注意 

ナットをモンキーレンチでしっかり締め

ます 



保  証  書 

 

 この度は当社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございました。 

 通常のお取扱において、万一保障期間に故障した場合本保証書を添えて 

  お買い上げ販売店または当社へご持参ください。無料で修理いたします。 

 ただし、ヘルスメーターはメーカー品なので、保証の対象にはなりません。 

 

 保障期間 ： お買い上げ後、１年間 

 保障期間内であっても、下記理由については有償修理となります。 

       

1. 誤ったご使用や、不注意による故障または損傷。 

2. 改造またはご使用者の責任に帰す故障または損傷。 

3. 火災、天災等による故障または損傷。 

4. ご使用中に生じる外観上の変化（小さなキズなど）。 

5. 本保証書のご提示がない場合。 

6. 本保証書にお買い上げ日、販売店名の記入のない場合、または字句を 

書きかえられた場合 

       

      品 名 ： ヘルスアシスト 

      

     お買い上げ日      年   月   日 

 

     ご住所 

 

     ご氏名 

      

販売店名 

 

切
り
取
り
線 

印 

グループアシスト 

〒213-0015 神奈川県川崎市高津区梶ヶ谷 3-10-15 

ＴＥＬ・ＦＡＸ    044-857-0776 

留守にしていることが多いので携帯へご連絡ください。 

080-5033-9111 

ＵＲＬ  http://www.groupe-assist.com 

     info@ groupe-assist.com 

 

 


